
Ｑ：訓練を受講した感想と、今後の抱負をお聞かせください 
Ａ：私たちの職場では毎月2回品質会議を行っていますが、今までは発生した品質 
  不具合を報告するだけの場となってしまっていました。また、これまで発生した不具  の内容や発生率等、多   
  合くのデータを収集していましたが、役立てられていないのが現状でした。 
   訓練を通してＱＣ７つ道具を現場で活用する手法を学ぶことができたため、品 
  質会議を報告するだけの場ではなく、品質の向上などを話し合っていける場に変え 
  ていきたいです。あわせて、今まで蓄積したデータを使用し、業務の効率化や品質 
  向上など、社員同士で話し合って進めていきたいです。 

Ｑ：訓練を利用したきっかけについて、教えてください 
Ａ：毎年、社内で研修を行っていましたが、課題や講師は弊社社員が行っていた 
  為に、研修会も恒常化し緊張感が無い状態が続いていました。ポリテクセンター 
  から生産性向上支援訓練の案内があった時は、話を聞いてすぐに受講を決めま 
  した。 
 

Ｑ：訓練を利用した感想をお聞かせください 
Ａ：初任層から中堅層の社員に品質管理の基本から、ＱＣ手法による実践的な 
  問題解決手法を習得させることができました。さらには、社員一人ひとりの品質の 
  向上・時間管理による業務効率の向上を行い、生産性向上についての意識を 
  高めることもできました。  
 
Ｑ：今後の抱負をお聞かせください 
Ａ：訓練のグループワークで学んだ問題解決の原因分析手法を活用し、不具合の発生要因の解決やタイム 
  スタディによる業務効率を行い、社員一体となって具体的な改善を図り生産性向上に繋げていきたいと考え 
  ています。 

生産性向上支援訓練  利用者の声 

所 在 地 ：山梨県南アルプス市（本社） 

従業員数：150名 

事業内容：産業用機器の業務請負事業 

        切削刃物・鋼材の製造・販売 他 

  利用事業主の声 

甲府伊奈鋼業株式会社 

利用事業主の概要 

 コース名 ：「ものづくりの仕組みと生産性向上」  

         「品質管理基礎」           

         「業務効率向上のための時間管理」 

         「成果を上げる業務改善」      

 実施時期：平成31年1月 

 受講者数：初任層=各28名、 中堅層=各22名 

      

  訓練受講者の声                                               

横山さま 

事業推進室長 

 渡邊さま 

利用コースの情報 
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